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１ 実践の目的 
 グローバル化と技術進歩が進み、生活様

式や仕事の仕方の変化も激しい。そのよう

な時代の中で様々な問題解決をするために

は、「生きて働く『知識、技能』の習得」「未

知の状況にも対応できる『思考力、判断力、

表現力等』の育成」「学びを人生や社会に生

かそうとする『学びに向かう力、人間性等』

の涵養」の３つの柱が大切になる。校内研究

を進めていく上で、本校職員から児童にど

のような力を付けていきたいか考えを吸い

上げたところ、学習の基礎・基本となる力を

見直していきたいという意見が多く出た。

そこで、聞く・話す、書く（表現）・読むと

いった全ての学習の基盤となる国語科を研

究の軸として本年度から研究を進めること

とし、サブテーマを～他教科に生きる国語

科の学習を目指して～と設定した。 

 

２ 実践の内容 
（１）研究授業 

 研究を進めていくために、本校職員が考

える基礎・基本となる力がどういうものな

のか共有したところ、「まず聞くことが大

切。」「自分の考えを伝えられるようにした

い。（話す・書く）」「全員が考えをもつとい

うところからしっかりさせたい。」「教科書

や問題文を読む力をつけたい。」など多くの

考えが出た。これらの力を育むために、物語

文や説明文の単元を通して、学び方や話合

いの仕方を工夫したり、児童が考えたい・伝

えたいと思えるような課題を設定したりし

ながら各学年で年 1 回の研究授業を行った。 

【３年】こまを楽しむ 

【６年】ぼくのブックウーマン 

【マイステップ】気持ち 

（２）～授業スタイルの共通化（振り返りを

通して）～ 

 全学年研究授業の展開に振り返りの時間

を設けた。各学年児童の実態に合わせて振

り返りのもち方に工夫が見られた。また、普

段の授業については、教科や単元に応じて
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振り返りの時間を設けるようにしている教

員が多く、毎時・単元ごと・書く・伝えるな

ど柔軟に振り返りを行っている。 

（３）協議・指導講評 

各学年授業後は校内研究全体会を開き、授

業内容について協議を行い、綾瀬市教育委

員会の指導主事や神奈川県教育委員会子ど

も教育支援課の指導主事から指導講評もい

ただいた。その際、評価の観点をもとに国語

科の系統性についてご教授いただいたり、

児童が考えたくなる発問づくりについて授

業ごとに提案をいただいたりすることがで

きた。 

（４）推進委員会組織体系 

今年度から校内研究推進委員の構成を改

め、①総括チーム（主に紀要の作成や日程の

調整、講師との連絡などを行う。）②全体会・

協議会運営チーム（主に全体会・協議会の持

ち方を検討、当日の運営を担当する。）③研

究授業チーム（主に学習指導案の型の作成、

授業内容や学習指導案の検討を行う。）の３

つのチームに分け、役割を明確にすること

で校内研究の充実と効率化を図った。 

 

３ 実践の成果と課題 
（１）成果 

全クラスが授業を行ったことで、それぞ

れの学年・単元でどのような力をつけるの

か授業を通して確認することができ、１～

６学年のつながりや系統性について考える

ことができた。また、各学年で単元のゴール

を意識し、想いや意図をもって授業研究を

したことで、「子どもたちの実態から『聞く』

を課題として挙げ、研究授業を計画し、計画

的に指導することで子どもの変容が見られ

た。」「意思表示できる課題を意識して設定

することで、誰もが授業に参加することが

できた。」など、生き生きと学び合う児童に

迫ることができた。校内で行ったアンケー

トから「進んで学習している」「意欲的に学

習に取り組んでいる」と感じられている保

護者が増えた。学ぶ楽しさを感じた児童が

家庭に帰っても学習に取り組む基礎作りが

できた。 

（２）課題 

 基礎・基本の力をつけたいという教員の

願いに対して、綾北小学校として身につけ

させたい基礎・基本となる力とは何かを明

確にすることができなかったため、一貫性

をもって研究授業に取り組むことができな

かった。また、物語文と説明文の２つの単元

から各学年が選択して授業を行ったことで、

系統性が見えづらかった面もあった。学習

したことを「どのように活用するか」「何に

生きるか」という学ぶ意義を感じさせられ

たかは疑問となる。目的意識をもてるよう

な単元構成を考えていきたい。 

 
４ 今後の展開 
今後は、研究授業の単元を物語文か説明

文のどちらかに絞り、より系統性を意識し

た研究を行い、各学年で育てたい力を明確

にして児童に確かな学力を身につけさせて

いきたい。また、指導主事から提案いただい

た発問づくりに力を入れ、児童も教員もゴ

ールを意識して単元を進められるようにも

したい。それにより、振り返り内容の充実に

つながっていけばよいと考えている。 


